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0. はじめに 
ベトナム語1 には《動詞2＋目的語/(φ)3＋方向動詞》の形をもつ構文がある。その構文中
で用いられる方向動詞は ra「出る」、lên「登る」、đi「行く」、lại「来る」の四つに限られ
ている。ここでは、本動詞としての使用がほとんどなく、最も文法化が進んでいると考え
られる lại「来る」に着目し、その意味と用法を網羅的に調査する。なおことわりのない限
り、例文番号、例文、太字、網掛けは発表者によるものであり、例文はハノイ出身のネイ
ティヴの方のチェックを経ている。 
 
1. 先行研究 
卒論本体では Thompson (1965)、川口・春日編(1995)、川口編(1998)、Đặng et al. (2005)、
Đoàn et al. (2009)を取り上げたが、ここでは紙面の都合上特に重要な Thompson (1965)およ
び Đặng et al. (2005)の《動詞＋目的語/(φ)＋方向動詞 lại》に関連する記述部分のみ示す。 
 
1.1. Thompson (1965) 
Thompson (1965)は動詞に後置する語についての節で、動詞に後置する lạiについて(i) 繰
り返し、(ii) 継続の二つの用法を挙げている。 
 
(1) Anh   nói  lại, tôi  không nghe rõ. 
2.SG.M  言う lại 1.SG  NEG  聞く はっきり 
もう一度言ってください。よく聞こえませんでした。    (Thompson 1965: 232) 
(2)  Lúc bạn  tôi  ra   Hà-Nội tôi  ở   lại Sài-Gòn làm-việc. 
時 2.SG  1.SG  出る PRN   1.SG  いる lại PRN   仕事する 
私の友達がハノイに行った時私はサイゴンで仕事していた。 (Thompson 1965: 232) 
 
                                                   
1
 ベトナム社会主義共和国において総人口の約 87%を占める京族（キン族）の母語。ベトナムを中心に
7000 万以上の話者がいる。オーストロアジア語族に属するとされ、典型的な孤立語である。北部方言・
中部方言・南部方言の三つに大別される。北部・中部方言で 6 声調、南部方言で 5 声調の区別がある。標
準語とされているハノイ方言は北部方言に分類される。 
2 ベトナム語の動詞を Cao (1998)に拠り形容詞も含めて定義する。Cao (1998)はその根拠として、動詞と形
容詞の統語的役割の近似性を挙げている。なお Cao (1998)によるとベトナム語の動詞は「動的動詞(動作動
詞)」と「静的動詞(状態動詞)」に分けられる。 
3
 (φ)は目的語がない場合を指す。 
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1.2. Đặng et al. (2005) 
Đặng et al. (2005) は方向動詞 lạiを本動詞的なものと、その他の用法の二つに大別したう
えで以下のように記述している。 
 
表 1: 越英辞書による本動詞以外の lạiの意味 
lại 
本動詞
以外 
(a) 繰り返し 
Phải  làm  lại thôi,  như-thế này  không được. 
OBL   する lại ただ ～の様 この NEG  良い 
「もう一回しなければならない。こんな風では駄目だ。」 
(b) 反対に、お互いに 
Đánh nó  thì  nó  đánh lại. 
叩く 3.SG  CONJ 3.SG   叩く lại    「彼を叩くと、彼は叩き返す。」 
Giúp  người thì  người lại giúp   mình. 
助ける 人  CONJ 人  lại 助ける 1.SG 
「人を助けると人に助けてもらえる。」 
(c) 動詞の整然さ、狭まりを強調 
Gập tờ-báo  lại cho  vào   cặp. 
畳む新聞紙 lại 使役 入れる 鞄   「新聞紙を畳んで鞄に入れる。」 
(d) 停止へと向かう 
Hãm       xe lại. 
ブレーキをかける 車 lại    「車にブレーキをかける。」 
(Đặng et al. 2005: 625 を参考に発表者が作成) 
 
(a)～(d)は主に動詞に後置する方向動詞 lại を扱っているが、(b)で示されている第 2 例(斜
自体で表示した部分)は動詞に前置する lạiであり、接続の異なる lạiが同じ用法として挙げ
られていることが問題だと言える。 
 
2. 先行研究のまとめと仮説 
2.1. 先行研究のまとめ 
先行研究は「減少・停止」、「継続」、「繰り返し」、「収縮」、「逆方向」の 5 つの例を挙げ
ている。しかし、lạiの方向性の有無が指摘されていないことや、接続の異なるものを同時
に挙げているなどの問題がある。また、動詞と形容詞を区別しているか否かの違いもある。 
 
2.2. 仮説 
先行研究を統合的に判断した結果、《動詞＋目的語/(φ)＋方向動詞 lại》の表現には方向
性の有無により大別したうえで、以下のように 5 つにまとめられると判断した。 
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表 2: lạiの用法に関する仮説 
方向性の有無 方向動詞 lạiによって付加される意味 例文番号 
方向性あり (i) 本動詞的用法 (3) 
(ii) 以前と動作が逆方向 (4) 
(iii) 収縮・減少の方向性 (5) 
方向性なし (iv) 動作・状態の継続、結果の強調 (6) 
(v) 動作の繰り返し (7) 
 
(3) Đường này  nhiều  người đi   lại. 
    道  この 多くの 人  行く lại 
(動詞本来の意味が付加)：この道は大勢が行き来する。 
(4) Nó  đã  trả  tiền lại. 
    3.SG PRF  返す 金 lại 
(以前の方向と比較して逆)：彼はお金を返してよこした。 
(5) Phòng  này  hẹp lại. 
    部屋  この 狭い lại 
(収縮・狭窄的意味の追加)：この部屋は狭くなってきている。 
(6) Nó  nhớ    lại. 
    3.SG  思い出す lại 
(動作の結果が強調)：彼は思い出した。 
(7) Nó  nghĩ   lại (một) lần nữa. 
    3.SG  考える lại (1)  回 また 
    (繰り返し)：彼はもう一度考えた。 
 
3. テキストからの調査 
上記の仮説を確かめるべくテキストからの調査を行った。本稿で用いた調査対象はベト
ナムの作家 Nhất Linh4 による著作 Giòng sông Thanh Thuỷ (1961)5 であり、第一章から第三
十八章までの約 9 万 4 千語を対象とした。本文中から《動詞＋目的語/(φ)＋方向動詞 lại》
の例文を抽出した。結果 lạiと共起した動詞は延べ語数で 341 例、異なり語数で 89 例であ
った。抽出された動詞は方向性の有無で 2 つに分けた上で、表 3 で示した 5 つの用法へと
分類した。結果、延べ語数 301、異なり語数 72 の動詞が分類された。なお、複数例が上が
った動詞も、基本的に用例は一つであると判断できたが、nói 「言う」は、「以前と逆方向
の動作」および「動作の繰り返し」の二つの用例があり、二度数えられているため異なり
語数の総計は 73 となっている。以下に抽出された動詞の分類とそれぞれの典型的例文を挙
                                                   
4
 ベトナムの政治家・作家(1906-1963)。ベトナム北部生まれ。1927 年から 1930 年までフランスに留学。
帰国後、国民文学を志し「自力文団」を結成。中心人物として活動した。 
5
 Nhất Linhの晩年の長編小説『タイントゥイー河の流れ』。第二次世界大戦後のベトナム北部地域の農村
を舞台に知識人の苦悩と葛藤を描いた作品。 
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げる。 
 
表 3: 抽出された動詞の分類 
用法 動詞 
【動詞「意味」(出現回数)】のように表示 
延べ
語数 
異なり
語数 
(i) 本動詞的
用法 
trở「戻る」(23)、đi「行く」(15)、qua「過ぎる」(15)、quay-trở
「帰る」(2)、sang「渡る」、vọng「聞こえる」 
57 6 
(ii) 以前と動
作が逆方向 
quay「回す」(23)、đáp「答える」(15)、trả「返す」(5)、ngoái
「回す」(3)、ngược「反対の」(2)、tiến「進む」(2)、bắn
つ」、bước「進む」、cãi「口論する」、chống「反抗する」、
chống-cự「対抗する」、gửi「送る」、nói「言う」、nói-đùa
「冗談を言う」、xích「移動する」 
58 15 
(iii) 収縮・減
少の方向性 
ngừng「止まる」(27)、dừng「止まる」(5)、nhắm「閉じる」
(5)、chậm「遅い」(4)、bịt「閉じる」(3)、cau「顰める」
(2)、đỗ「止める」(2)、gói「つつむ」(2)、chặt「きつい」、
gấp「たたむ」、ngăn-chàng「止まる」、nheo「眉間に皺を
寄せる」、quây-quần「集まる」、tròn「丸める」 
55 14 
(iv) 動作・状
態の継続、結
果強調 
ở「いる・ある」(24)、nhớ「思い出す」(17)、còn「ある・
残る」(13)、đứng「立つ」(11)、giữ「保つ」(6)、để「残し
ておく」(3)、nghỉ「休む」(3)、gác「棚上げする」(2)、ngủ
「寝る」(2)、rỗng「空の」、rộng「広い」、sót「取り残す」 
84 12 
(v) 動作の繰
り返し 
nhìn「見る」(7)、gặp「会う」(5)、cản「邪魔する」(3)、lấy
「取る」(3)、thăm「訪問する」(3)、yêu「愛する」(3)、nghĩ
「考える」(2)、thấy「見る」(2)、xem「見る」(2)、bói「占
う」、chạy「走る」、chiếm「占領する」、dọn「掃除する」、
đọc「読む」、đổi「交換する」、ghi「書く」、giảng「説明す
る」、hát「歌う」、hỏi「尋ねる」、in「印刷する」、ngâm「吟
ずる」、nghe「聞く」、nhắc「繰り返す」、nhảy「踊る」、nói
「言う」thổi「風が吹く」 
47 26 
計 301 73 
 
(i) 本動詞的用法 
大多数が「移動」に関連したものだが vọng「聞こえる」のみは「知覚」の類であった。 
 
(8) Khi trở  lại Mông-Tư tôi  s    báo-cao... 
    時 帰る lại PRN  1.SG   FUT  報告  
「モントゥに帰る時、私は報告するつもりで…」 
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(9) ... có  tiếng người vọng   lại. 
      ある 声  人  聞こえる lại     「…人の声が聞こえてきた。」 
 
(ii) 以前と動作が逆方向 
多くの動詞が「やりとり」に関連する動詞である。また、ngoái「回す」や quay「回す」
のように方向性の定まっていない動作に方向性を付与することもある。静的動詞(形容詞)
に関しては唯一 ngược「反対の」が上がった。 
 
(10) Ngọc quay lại hỏi. 
    PSN  回す lại 尋ねる             「ゴックは振り返って尋ねた。」 
(11) ... chú   làm  được  ngược lại... 
  2.SG.M  する できる 反対 lại    「…あなたは逆にすることができて…」 
 
(iii) 減少・収縮の方向性 
「止まる」などの停止に向かう動詞や、減少や収縮に関連する動詞が収集された。 
 
(12) Xe ngừng  lại... 
    車 止まる lại            「車が止まって…」 
(13)  ọi người quây-quần lại 
    PL 人  集まる  lại        「人々が集まり…」 
 
(iv) 動作・状態の継続、結果強調 
Cao (1998)にある「静的動詞(形容詞)」が多く抽出された。 
 
(14) Tôi  còn  phải  ở   lại đây. 
    1.SG  まだ OBL  いる lại ここ    「私はまだここにいなければならない。」 
(15) ... tiền  thì để  lại r i... 
      お金 TM 残す lại PRF       「…お金は残してあり…」 
 
(v) 動作の繰り返し 
動作の繰り返しに関しては広く、様々な意味をもつ動詞が抽出された。 
 
(16) Hôm-qua tôi  thức   mình bói  lại lần nữa... 
    昨日  1.SG  起こす 自分 占う lại 回 また 
    「昨日私は起きてまた占ってみたところ…」 
(17) Tôi  nhắc    lại. 
    1.SG  繰り返す lại      「私は繰り返した。」 
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以下の動詞(延べ語数: 40、異なり語数: 18)は分類を保留した。 
 
表 4: 分類できなかった動詞一覧表 
đóng「閉じる」(5)、kể「語る」(5)、tái「青ざめた」(5)、ng i「座る」(4)、 
sửa「修理する」(3)、hoãn「延期する」(2)、lùi「後ずさりする」(2)、mua「買う」(2)、 
sống「生きる」(2)、thắt「結ぶ」(2)、chụm「合わせる」、đan「織る」、đen「黒い」、 
tái-xanh「青ざめた」、tối「暗い」、túm「握る」、v -chép「真似して描く」、xếp「整える」 
 
4. アンケート調査 
表 4 で挙げた未分類の《動詞＋目的語/(φ)＋方向動詞 lại》の分類を試みるために、アン
ケート調査を行った。 
 
4.1. インフォーマントの選定 
文献調査で用いたテキストの作者が言語形成期をベトナム北部で過ごしていることを考
慮して、言語形成期をベトナム北部地方で過ごしたベトナム語母語話者を対象に、面接方
式でアンケート調査を行った。インフォーマントの情報は以下のとおりである。 
 
インフォーマント A: 1960 年生まれ、ハノイ出身、女性 
インフォーマント B: 1960 年生まれ、ハノイ出身、男性 
 
4.2. アンケート結果 
アンケート調査ではテキスト調査で抽出された未分類の例文を 5 つの用例のいずれに分
類するかを調査した。以下に両者の意見が一致した 14 の動詞を表にして示す。 
 
表 5: インフォーマントによる動詞の分類 
動詞の用法 分類された動詞 
(i) 本動詞的用法 例なし 
(ii) 以前と動作が逆方向 hoãn「延期する」、lùi「後ずさりする」 
(iii) 収縮・減少の方向性 chụm「合わさる」、thắt「結ぶ」、túm「握る」 
(iv) 動作・状態の継続、結果
強調 
đen「黒い」、đóng「閉める」、ng i「座る」、tái「青い」、
tái-xanh「青ざめた」、tối「暗い」 
(v) 動作の繰り返し kể「語る」、mua「買う」、v -chép「真似して描く」 
 
4.3. 例外に対する考察 
インフォーマントによる調査では以下に示した 4 つの動詞に関して、インフォーマント
は似通った用法だとしながらも分類に迷い、さらに両者の意見が異なった。 
 
ベトナム語の《動詞＋目的語/(φ)＋方向動詞 lại》 
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(18) Lúc rỗi  chàng  đem  đan  lại mấy   đôi hài-sảo... 
    時 暇な 3.SG.M  もつ 編む lại 幾つか 対 草履 
「暇な時、彼は何対かの草履をもって編み…」 
(19) ... lạy  Trời-Phật  phù-hộ   cho  ông   sống   lại. 
     願う 仏様   加護する ～に 3.SG.M  生きる lại 
  …仏様、どうか彼を生き返らせるように加護を与えてください。 
(20) ... sửa  lại chỗ  tóc... 
      直す lại 場所 髪 
    「…髪の毛の場所を治して…」 
(21) ... xuống  xếp   lại phòng khám-bệnh... 
      下りる 整える lại 部屋 診察 
    「…下りて診察室を整えて…」 
 
表 6: インフォーマントによる結果の差異 
インフォーマント インフォーマント A インフォーマント B 
分類 分類不可能 ?? 結果の強調 
意味 「本来あるべき姿になった」と
いう回帰的な意味 
「元の状態、あるいはあるべき状態
にした/なった」という結果強調 
 
両者の分類は異なっているが、「あるべき姿になった」もしくは「元の状態になった」と
いう意味的解釈は類似的なものとなっていることが分かる。よって本稿では両者の意見を
折衷する形で《動詞＋目的語/(φ)＋方向動詞 lại》の第六番目の用法として「元の状態、あ
るいはあるべき姿になる/するという回帰的意味」を立てる。また、この「回帰的意味」に
おいては lạiの方向性が保持されていると考えられる。 
 
5. 《動詞＋目的語/(φ)＋方向動詞 lại》のまとめ 
今回の文献調査およびアンケート調査で明らかになったことは以下のとおりである。 
 
・《動詞＋目的語/(φ)＋方向動詞 lại》の構造をもつ文において方向動詞 lạiのもたらす意味
は、lạiの方向性の有無で大きく二つに大別される。 
 
・lạiに方向性がある場合は以下の四つに分類できる。 
 ①本動詞的用法、すなわち「来る」の意味の追加 
 ②以前と逆方向に動作が行われていることを示す 
 ③収縮・減少の方向性を示す 
 ④元の状態、ないしあるべき状態になる/するという回帰的意味 
 
山本 一八 
- 162 - 
 
・lạiに方向性がない場合は以下の二つの用例に分類できる。 
 ①動作状態の継続もしくは結果の強調 
 ②動作の繰り返し 
 
6. 今後の課題 
本稿では《動詞＋目的語/(φ)＋方向動詞 lại》に注目して考察を行ったが、テキストによ
る調査では動的動詞が圧倒的多数を占め静的動詞(形容詞)が少ないなど、語彙に偏りが出
てしまったことは否めない。また、テキストによる調査で用いた資料は 1961 年の作品であ
り、今現在のベトナム語との隔たりが少なからずあることも問題である。また、本稿では
方向動詞 lại のみに注目したが、他の方向動詞を含めてより広く、《動詞＋目的語/(φ)＋方
向動詞》の構造をもつ文の意味・用法を調べていく必要があるといえる。 
 
略号一覧 
CONJ Conjunction 接続詞 PRF Perfect 完了 
FUT Future 未来 PRN Proper Noun 固有名詞 
M Male 男性 PSN Personal Name 人名 
NEG Negative 否定 SG Singular 単数 
OBL Obligation 義務 TM Topic Marker 話題マーカー 
PL Plural 複数 1/2/3 1st/2nd/3rd person 1/2/3 人称 
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